
市民協働推進課 

第１１回男女共同参画推進市民会議録 
 

日時 平成 20 年 6 月 19 日(木) 午後７時～９時 

場所 武蔵野商工会館第１・２会議室 

出席者 

(敬称

略) 

委 員 岩城末子、大橋仁、小澤和彦、小野公一、菅野昭彦、工藤阿貴

千田有紀、高田素子、林朋子、三上かおり、吉川良子 

事務局  男女共同参画担当職員、男女共同参画推進市民会議ワーキン

グスタッフ 

議題 

１ 視察報告（６月１３日・母子生活支援施設） 

２ 今後の報告書の作成方針について 

３ 課題・施策についての検討 

４ 今後の作成スケジュールについて 

５ その他 

議事 

要旨 

１ 視察の報告 

２ 報告書作成にあたっての基本方針、報告書の構成の説明 

（事務局） 

・基本方針について 

武蔵野市第四期長期計画調整計画との整合性をもつとともに、来年

度からの５年間の次期計画を実現性の高い計画とするための提言と

していただきたい。 

・構成について 

現下の重点施策を盛り込んだ計画の体系とし、その体系（理念・基本

目標・課題・施策の方向・具体的施策）に沿った形としていただきた

い。 

 

 



３ 体系図（案）より基本目標、課題・施策について 

・今後はこれをたたき台として議論を深めていく 

 

基本目標 

Ⅰ 男女がともに仕事と家庭の調和を図る環境の整備 

Ⅱ 人権尊重のための支援体制の確立 

Ⅲ 男女共同参画の意識の形成 

Ⅳ 男女共同参画の推進体制の整備 

課題 

Ⅰ－１ 男女がともに担う子育てと介護への支援 

２ 女性の就労とチャレンジ支援 

３ 男性の地域参加の促進 

４ 企業の地域貢献の推進 

Ⅱ－１ 女性の人権を守る相談体制の強化 

２ あらゆる暴力の防止（ＤＶ対策） 

３ 生涯を通じた男女の健康支援 

Ⅲ－１ 男女平等教育の推進とメディアリテラシーの育成 

   ２ 情報収集・提供システムの整備と強化 

Ⅳ－１ 政策方針決定の場への女性の参画の促進 

   ２ 計画推進体制の整備と強化 

   ３ 男女共同参画条例の制定 

 

（各委員からの意見）  

■ 企業へのワークライフバランス推進手段として、また推進企業を市民

へ周知する手段として、企業の表彰制度や認定制度が武蔵野市で求めら

れているか疑問である。 

■ 武蔵野市の住民が地元で仕事を探す際に、市のホームページ等から

表彰企業・認定企業等を検索し、就職先として活用する可能性は低いと

考えられることもあり、この５年間の課題として必要かどうか検討の必要

がある。 

■ 「企業の地域貢献の推進」という視点からではなく、企業が男女共同

参画に前向きになるように、市民・行政から企業活動へアプローチすると

いう考え方でいくべきである。 

■ ワークライフバランスを進める上で、子育て支援や企業での制度の取

り組みを推進する等の制度の問題は重要で、同時に、個人レベルでもワ



ークライフバランスをとっていくという両輪が必要だ。 

■ 企業の中に「男女共同参画」というキャッチコピーのようなものが浸透

し、企業側にもメリットがあるような働きかけが市内で見られるようになると

よい。 

■ 表彰・認定ということでなく、地域企業に対する啓発と取り組みへの働

きかけということで、武蔵野らしい最初の一歩を踏み出し、制度の問題とし

て、ともに果たすひとつの支援体制の中に企業も取り込んでいく。 

■ インターネットを使った参加型の情報収集・提供の可能性について

は、現在は携帯電話で得た情報から更に詳しく知りたい情報をパソコンで

検索するという流れになっており、携帯電話を含めた可能性を考える必要

はあるが、最初から形を作るのではなく、この５年で育てていくというのが

望ましい。 

■ 男女平等情報誌「まなこ」の内容も大切だが、作るプロセスにより重点

を置き、参加型の編集プロセスを女性のエンパワーメントにつなげていく

方向で充実させる。 

■「まなこ」に企業名を載せるなど、規制を緩和することによって中身がよ

り充実していくのではないか。 

■武蔵野市の男女共同参画事業として、「まなこ」とむさしのヒューマン・ネ

ットワークセンターはすでに認められて存在しているので、この二つから男

女共同参画を広げていく方法を考えればいいのではないか。 

■男女共同参画条例の制定に向けての研究や検討はできるので、項目

としてはきちんと残しておくべきである。 

 

４ 事務局より今後のスケジュールについての説明 

・次回は、各担当での話し合いを行っていただく。 

・８月にはその成果を発表し、全員で議論していただく。 

・９、１０月でさらに議論を深め、報告書の形にまとめていただきたい。 

 

＜次回の市民会議＞ 

報告書のフォームについて事務局より提案をして議論する。 

各担当に分かれて報告書の作成について内容を深めていく作業を行う。 

次回 
平成 20 年 7 月 17 日（木） 午後７時～ 

武蔵野商工会館第１・２会議室 
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